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●
は
じ
め
に

　

近
年
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
安
全
保
障
協

力
に
お
い
て
加
盟
国
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
緊
密
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
典
型

が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国
防
大
臣
会
議
（
Ａ

Ｄ
Ｍ
Ｍ
）
で
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
国

防
協
力
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
き
っ

か
け
は
、
二
〇
〇
三
年
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

共
同
体
が
提
唱
さ
れ
、
総
合
安
全
保
障

の
追
求
が
目
指
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
に
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
の
活
動
を
通

し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
安
全
保
障
協
力

の
新
た
な
展
開
を
紹
介
す
る
。

●
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
安
全
保
障
協
力

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
設
立
以
来
、
軍
事
同

盟
の
よ
う
な
軍
事
協
力
を
目
指
し
て
お

ら
ず
、
現
在
も
そ
の
方
向
性
は
な
い
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
安
全
保
障
協
力
は
、

主
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議（
Ａ
Ｍ
Ｍ
）

に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、

一
九
八
〇
年
代
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
侵
攻

し
た
ベ
ト
ナ
ム
を
非
難
す
る
外
交
を
展

開
し
た
こ
と
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
国
際
社

会
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

そ
の
協
力
は
あ
く
ま
で
政
治
的
・
外
交

的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
問

題
の
最
終
的
な
解
決
が
国
連
安
全
保
障

理
事
会
を
中
心
と
す
る
域
外
大
国
の
関

与
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
軍
事
力
を

背
景
に
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
安
全
保
障

秩
序
を
管
理
す
る
こ
と
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

に
は
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

域
外
国
と
の
安
全
保
障
協
力
も
、
基

本
的
に
は
Ａ
Ｍ
Ｍ
主
導
で
行
わ
れ
て
き

た
。
一
九
七
九
年
に
は
拡
大
外
相
会
議

（
Ｐ
Ｍ
Ｃ
）
が
設
置
さ
れ
、
政
治
安
全

保
障
分
野
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

対
話
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
九
四
年
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）
が
設
置
さ
れ
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
安
全
保
障
協
力

枠
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
そ
の
他
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
（
日
本
・
中
国
・
韓

国
）
や
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
）

な
ど
の
東
ア
ジ
ア
地
域
協
力
の
地
域
制

度
も
Ａ
Ｍ
Ｍ
が
主
導
し
て
開
始
さ
れ
て

い
る
（
図
１
参
照
）。

　

Ａ
Ｍ
Ｍ
主
導
の
安
全
保
障
協
力
に
変

化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

一
九
九
〇
年
代
半
ば
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
一
九
九
七
年
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
越
境
犯
罪
大
臣
会
議（
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
）

が
設
置
さ
れ
、
警
察
な
ど
の
治
安
機
関

を
統
括
す
る
内
務
省
官
僚
が
集
ま
る
機

会
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
越
境
犯
罪

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
非
伝
統
的
安
全
保
障

協
力
の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
。
Ａ

Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
は
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
＋
３
と
し
て

日
本
・
中
国
・
韓
国
と
も
会
合
の
機
会

を
持
っ
て
い
る
。

　

一
九
九
五
年
以
降
に
は
、
首
脳
会
議

が
年
次
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
安

全
保
障
協
力
を
ふ
く
む
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

す
べ
て
の
協
力
分
野
に
お
い
て
最
高
意

思
決
定
機
関
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
に
発
効
し
た
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
で
は
、
最
高
意
思
決
定

機
関
と
し
て
首
脳
会
議
が
正
式
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
。

　

二
〇
〇
三
年
以
降
、
安
全
保
障
分
野

に
お
け
る
加
盟
国
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
さ
ら
に
緊
密
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
は
そ
の

ひ
と
つ
で
、
二
〇
〇
六
年
に
設
置
さ
れ
、

国
防
大
臣
が
参
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

二
〇
一
〇
年
、
拡
大
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国
防

大
臣
会
議
（
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
）
が
Ｅ

Ａ
Ｓ
諸
国
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
発
足
し

た
。

　

ま
た
、
外
相
主
導
の
も
の
で
新
た
な

枠
組
み
も
で
き
た
。
た
と
え
ば
、
海
洋

安
全
保
障
に
関
わ
る
問
題
を
話
し
合
う

枠
組
み
と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
海
洋
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｍ
Ｆ
）
が
二
〇
一
〇
年

に
設
置
さ
れ
、
Ａ
Ｍ
Ｆ
を
制
度
的
基
盤

と
し
て
二
〇
一
二
年
に
Ｅ
Ａ
Ｓ
諸
国
が

参
加
す
る
拡
大
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
海
洋
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｆ
）
が
設
置
さ
れ
た

（
図
１
参
照
）。
第
一
回
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｆ
で
は
、

南
シ
ナ
海
問
題
だ
け
で
な
く
、
海
洋
安

全
保
障
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
や
人

材
育
成
、
海
洋
環
境
・
資
源
の
保
全
な

ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
換
さ
れ
た
（
参

考
文
献
①
、
二
四
～
二
五
ペ
ー
ジ
）。
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●
総
合
安
全
保
障
の
追
求

　

以
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
を
開
催
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

が
高
め
て
い
き
た
い
安
全
保
障
と
は
何

な
の
か
。

　

二
〇
〇
三
年
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
を
構
築
す
る
こ
と

に
合
意
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
の

ひ
と
つ
の
柱
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
政
治

安
全
保
障
共
同
体
（
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
で
は
、

総
合
安
全
保
障
を
追
求
す
る
こ
と
が
目

指
さ
れ
て
い
る
。

　

総
合
安
全
保
障
の
追
求
と
し
て
具
体

的
に
目
指
さ
れ
る
の
は
、⑴
紛
争
予
防
・

信
頼
醸
成
措
置
、
⑵
紛
争
解
決
手
続
き

の
整
備
、
⑶
紛
争
後
の
平
和
構
築
、
⑷

非
伝
統
的
安
全
保
障
協
力
、
⑸
災
害
救

助
、⑹
緊
急
事
態
へ
の
対
処
で
あ
る（
参

考
文
献
②
）。
各
分
野
の
取
り
組
み
に

は
軍
事
的
要
素
は
希
薄
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
紛
争
解
決
手
続
き
は
、
政
治
的
・

司
法
的
手
続
き
が
主
で
あ
り
、
軍
事
的

手
段
を
使
っ
て
解
決
を
す
る
と
い
っ
た

方
向
性
は
み
ら
れ
な
い
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
域
内
外
の
軍
事
的
な

脅
威
に
十
分
に
対
処
で
き
な
い
と
い
う

批
判
は
よ
く
聞
か
れ
る
。
た
と
え
ば
、

南
シ
ナ
海
の
領
有
権
の
問
題
で
は
、
軍

事
拠
点
化
を
進
め
て
い
る
中
国
に
有
効

な
対
抗
措
置
を
打
ち
出
せ
な
い
で
い
る
。

　

な
ぜ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
非
軍
事

的
協
力
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
消
極
的
な
理
由
と
し
て
は
、
加

盟
各
国
が
個
別
に
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
域

外
国
と
軍
事
協
力
を
進
め
て
き
た
た
め
、

そ
の
ス
タ
ン
ス
が
異
な
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
と
し
て
軍
事
協
力
を
進
め
る
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
対
立
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
実
際
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
平
和
維
持
軍
の
創
設
を
提

案
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
他
の
加
盟

国
の
同
意
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
協
力
と
は
別
に
、
加

盟
国
の
多
く
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
安
全

保
障
協
力
を
個
別
に
進
め
、
自
国
の
安

全
保
障
を
高
め
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
と

の
密
接
な
関
係
を
維
持
す
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
タ
イ
や
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
も
ア
メ
リ
カ
に
よ
る

地
域
の
安
定
に
期
待
す
る
声
は
根
強
い
。

近
年
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
も
安
全
保
障
面

で
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
重
視
し
つ
つ

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
側
も
武
器
輸
出
を
解

禁
す
る
な
ど
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
係
強
化

に
積
極
姿
勢
を
み
せ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
非
軍
事
的
な
安
全
保

障
協
力
を
進
め
る
積
極
的
な
理
由
と
し

て
は
、
広
義
に
安
全
保
障
を
捉
え
た
場

合
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
に
存
在
す
る
安

全
保
障
上
の
脅
威
に
対
し
て
は
非
軍
事

的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
適
切
で
あ
る
こ
と
が

あ
る
。

ASEAN

ASEAN+3 首脳会議・外相会議
AMMTC+3 PMC

日本 中国 韓国

EAS首脳会議・外相会議
ADMM プラス
EAMF 

EU 

オーストラリア

ニュージーランド

インド 

カナダ パプアニューギニア 

ティモール・レステ
北朝鮮 

モンゴル
バングラデシュ 

スリランカ

ARF

ロシア 

域外対話国 

アメリカ 

パキスタン 

首脳会議
AMM 
AMMTC 
ADMM 
AMF

図 1　ASEANの安全保障協力関連会議

（注）域外国との ASEAN+1 の会議は省略している。
（出所）筆者作成。
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Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
間
の
紛
争
が
大
規

模
な
軍
事
対
立
に
発
展
す
る
こ
と
は
稀

で
あ
る
。
た
だ
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て

紛
争
が
発
生
・
激
化
し
な
い
よ
う
紛
争

予
防
の
努
力
は
続
け
ら
れ
る
必
要
は
あ

る
。
他
方
、
自
然
災
害
や
テ
ロ
、
越
境

犯
罪
と
い
っ
た
脅
威
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域

内
に
存
在
す
る
。
紛
争
予
防
や
非
伝
統

的
安
全
保
障
上
の
脅
威
に
は
、
総
合
安

全
保
障
と
い
う
非
軍
事
的
な
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
積
極
的
な
理
由
に

注
目
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
ど
の
よ
う
な

非
軍
事
的
な
協
力
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
を
そ
の
中
心
的
な
組
織
で
あ
る
Ａ
Ｄ

Ｍ
Ｍ
の
活
動
を
通
し
て
紹
介
し
つ
つ
、

そ
の
意
義
を
分
析
す
る
。

●
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
の
設
置

　

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
が
設
置
さ
れ
た
二
〇
〇
六

年
以
前
に
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
間
の
国

防
関
係
者
が
参
加
す
る
会
議
は
あ
っ
た
。

一
九
九
六
年
に
は
「
特
別
高
級
事
務
レ

ベ
ル
会
合
」
と
い
う
形
で
、
外
務
官
僚

と
と
も
に
国
防
関
係
の
官
僚
が
参
加
す

る
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ

Ｒ
Ｆ
の
場
に
も
参
加
す
る
機
会
が
い
く

つ
か
与
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
交
流
は
、
事
務
レ
ベ
ル
の
も
の

が
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
軍
関
係
者

が
集
う
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国
軍
司
令
官
非
公

式
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｍ
）
は
定
期
的

に
開
か
れ
て
い
る
が
、
非
公
式
の
位
置

づ
け
で
あ
る
（
参
考
文
献
③
）⑴
。

　

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
は
、
以
上
の
よ
う
な
国
防

協
力
を
格
上
げ
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ

Ｄ
Ｍ
Ｍ
設
立
時
に
交
わ
さ
れ
た
文
書
に

よ
る
と
、
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
の
活
動
内
容
は
、

地
域
安
全
保
障
に
関
す
る
意
見
交
換
、

各
国
の
防
衛
政
策
に
関
す
る
自
主
報
告
、

域
外
国
と
の
対
話
に
関
す
る
議
論
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
防
衛
協
力
に
関
す
る
議
論

な
ど
で
あ
っ
た
（
参
考
文
献
③
）。
す

な
わ
ち
、
そ
の
活
動
は
意
見
交
換
や
情

報
共
有
な
ど
が
中
心
で
、
そ
の
目
的
は

紛
争
予
防
、
あ
る
い
は
そ
の
た
め
の
信

頼
醸
成
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
の
最
初
の
行
動
計
画
（
二

〇
〇
八
～
一
〇
年
）
で
は
、
軍
関
係
者

の
交
流
や
防
衛
政
策
に
関
す
る
相
互
理

解
を
進
め
る
こ
と
、
防
衛
政
策
の
透
明

化
や
信
頼
醸
成
、
紛
争
解
決
手
続
き
の

整
備
を
進
め
る
こ
と
な
ど
が
目
指
さ
れ

て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。

　

興
味
深
い
点
は
、
信
頼
醸
成
の
項
目

の
な
か
に
、
人
道
支
援
や
災
害
救
助
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
加
盟
国
は
人
道
支
援
・
災
害

救
助
と
い
う
活
動
を
通
じ
て
加
盟
国
間

の
信
頼
醸
成
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
紛
争
解
決
手
続
き
の
整
備
と

し
て
、
平
和
維
持
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が

位
置
づ
け
ら
れ
る
な
ど
、
紛
争
解
決
に

お
い
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
「
平
和
維

持
軍
」
と
比
べ
、
軍
事
的
色
彩
の
薄
い

取
り
組
み
が
計
画
さ
れ
た
。

　

次
の
行
動
計
画
（
二
〇
一
一
～
一
三

年
）
で
は
、
災
害
救
助
に
お
け
る
活
動

が
多
く
を
占
め
た
（
参
考
文
献
⑤
）。

三
回
目
の
行
動
計
画
（
二
〇
一
四
～

一
六
年
）
で
は
、
海
洋
安
全
保
障
協
力

を
進
め
る
こ
と
も
強
調
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
⑥
）。

　

二
〇
一
〇
年
に
は
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス

が
設
置
さ
れ
た
。
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
の

設
置
は
、
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
設
置
翌
年
の

二
〇
〇
七
年
に
提
言
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
域
外
国
と
の
対
話
の
重
要
性
は

早
い
段
階
で
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え

る
（
参
考
文
献
⑦
）。

　

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
の
安
全
保
障
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
さ
れ
、
会
議
の
運
営
や

手
続
き
、
原
則
、
加
盟
条
件
な
ど
に
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
⑧
）。
国
防
分
野
の
高
級
事

務
レ
ベ
ル
会
合
も
設
置
さ
れ
、
政
策
決

定
の
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
た
（
参
考
文

献
⑨
）。

　

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
は
、
開
始
当
初
は

三
年
に
一
回
の
開
催
だ
っ
た
が
、
二
〇

一
二
年
に
は
隔
年
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

合
意
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑩
）。

人
道
支
援
・
災
害
救
助
な
ど
五
つ
の
分

野
で
専
門
家
に
よ
る
作
業
部
会
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
二
〇
一
三
年
に

は
作
業
部
会
の
共
同
議
長
制
度
を
作
り
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
と
非
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

加
盟
国
が
共
同
で
議
長
を
務
め
る
こ
と

も
合
意
さ
れ
た
（
参
考
文
献
⑪
）。

　

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
で
の
協
力
の
進
展

を
受
け
て
、
二
〇
一
四
年
初
め
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
、
定
例
開
催
さ
れ
て
い
る
Ａ

Ｃ
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｍ
を
基
盤
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
拡

大
国
軍
司
令
官
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｍ

プ
ラ
ス
）
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
（Straits Tim

es, 27 M
arch 2014

）。

　

一
方
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
ア
メ

リ
カ
、
中
国
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋

１
の
国
防
大
臣
会
議
も
開
い
て
い
る
。

た
だ
し
、
増
加
傾
向
に
あ
る
会
議
数
を

抑
え
る
た
め
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
の
開
催
さ
れ
て
い
な

い
年
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
１
の
国
防
大

臣
会
議
を
開
く
と
い
う
方
針
を
提
示
し

て
い
る
（
参
考
文
献
⑫
）。 

●
加
盟
国
間
の
協
力

　

紛
争
予
防
の
一
環
と
し
て
、
ま
ず
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
互
い
の
防
衛
力
を

把
握
す
る
た
め
、
各
国
軍
や
防
衛
政
策

に
関
す
る
情
報
共
有
を
進
め
て
い
る
。

　

二
〇
一
一
年
に
は
、
軍
の
近
代
化
と
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防
衛
産
業
の
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が

合
意
さ
れ
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
ペ
ー
パ
ー

で
は
、
共
同
生
産
や
共
同
事
業
な
ど
を

通
じ
、
協
調
し
て
加
盟
国
の
防
衛
産
業

の
生
産
能
力
強
化
を
図
る
こ
と
が
計
画

さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑬
）。

　

こ
の
計
画
は
マ
レ
ー
シ
ア
が
提
案
し
、

防
衛
装
備
に
関
す
る
技
術
と
知
的
所
有

権
の
共
有
に
基
づ
く
共
同
開
発
を
目
指

す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑭
、

一
三
四
ペ
ー
ジ
）。
防
衛
産
業
の
共
同

育
成
に
合
意
し
た
背
景
に
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
の
防
衛
力
が
域
外
諸
国
の
防

衛
産
業
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
問
題

が
あ
る
⑵
。
他
方
、
防
衛
産
業
の
生
産

技
術
に
関
し
て
透
明
性
を
確
保
す
る
こ

と
で
、
軍
事
力
を
互
い
に
把
握
す
る
狙

い
も
あ
る
と
み
ら
れ
る
（
参
考
文
献
⑯
、

一
八
五
ペ
ー
ジ
）。

　

二
〇
一
三
年
に
は
『
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
安

全
保
障
概
観
年
鑑
』
が
発
行
さ
れ
、
分

量
お
よ
び
内
容
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も

の
の
、
各
国
の
防
衛
政
策
が
紹
介
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は

互
い
の
防
衛
政
策
に
対
す
る
透
明
性
を

高
め
る
取
り
組
み
を
開
始
し
た
と
い
え

る
（
参
考
文
献
⑰
）。

　

二
〇
一
四
年
五
月
の
国
防
大
臣
会
議

で
は
、
国
防
関
係
者
の
交
流
を
促
進
す

る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
二
国
間
の
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
置
し
、
全
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
加
盟
国
で
合
計
四
五
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
を
整
備
す
る
こ
と
も
合
意
さ
れ
た

（
参
考
文
献
⑱
）。

　

ま
た
、
行
動
計
画
（
二
〇
一
四
～

一
六
年
）
で
は
、
海
洋
安
全
保
障
で
の

情
報
共
有
や
関
係
者
の
交
流
を
進
め
る

こ
と
や
、
海
の
安
全
な
航
行
と
捜
索
・

救
助
活
動
の
た
め
の
手
続
き
や
ル
ー
ル

を
整
備
す
る
こ
と
お
よ
び
そ
の
た
め
の

域
外
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど
が
目

指
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑥
）。

　

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
に
お
い
て
協
力
開
始
時
期

が
早
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
新
し
い
試

み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
、人
道
支
援
・

災
害
救
助
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ア
チ
ェ
の
津
波
災
害
の
経
験
か
ら
、

二
〇
〇
五
年
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
防
災
緊
急
対
応
協
定
（
Ａ
Ａ

Ｄ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
）
に
署
名
し
、
迅
速
な
人
道

支
援
と
災
害
救
助
の
た
め
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
待
機
制
度
」
の
創
設
で
合
意
し
て
、

加
盟
各
国
は
提
供
可
能
な
資
源
と
能
力

を
自
主
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
参

考
文
献
⑲
）。
Ａ
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
は
、
全

加
盟
国
の
批
准
に
よ
り
二
〇
〇
九
年
末

に
発
効
し
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
に
は
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
防
災
人
道

支
援
調
整
セ
ン
タ
ー
が
緊
急
時
の
調
整

を
担
う
組
織
と
し
て
発
足
し
た
⑶
。

　

Ａ
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
の
締
結
を
受
け
、

二
〇
〇
九
年
の
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
で
は
、
人
道

支
援
と
災
害
救
助
に
軍
の
資
源
と
能
力

を
活
用
す
る
際
の
原
則
や
手
続
き
が
確

認
さ
れ
た
⑷
。
具
体
的
に
は
、
災
害
救

助
は
、
被
災
国
の
主
権
や
領
土
保
全
を

尊
重
し
、
被
災
国
の
要
請
や
同
意
に
基

づ
い
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
や
、
援
助
国

は
中
立
か
つ
公
平
な
支
援
を
行
う
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
軍
の
役
割
と
し
て
は
、

人
命
救
助
・
捜
索
、
物
資
等
の
緊
急
輸

送
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
避
難
所
の
設
置

な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献

㉑
）⑸
。

　

二
〇
一
〇
年
に
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
の
軍
関
係
者
に
よ
る
初
の
机
上
演
習

が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

実
施
さ
れ
（
参
考
文
献
⑧
、
一
一
〇
ペ

ー
ジ
）、
二
〇
一
三
年
六
月
に
も
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ブ
ル
ネ
イ
の
共
同
主
催

で
防
災
と
防
衛
医
学
で
演
習
が
実
施
さ

れ
て
、
全
加
盟
国
が
参
加
し
て
い
る

（Bangkok Post, 23 N
ovem

ber 
2013

）。

　

兵
站
支
援
の
枠
組
み
も
作
ら
れ
た

（
参
考
文
献
㉒
）。
こ
の
枠
組
み
で
は
、

兵
器
で
は
な
く
燃
料
、
食
糧
、
水
な
ど

を
相
互
に
融
通
し
、
廃
棄
物
処
理
で
協

力
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
る
（
参
考
文
献
㉓
、
一
四
九
～

一
五
〇
ペ
ー
ジ
）。

　

以
上
の
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
の
目
的
は
、
加
盟
各
国
の
国
防
担
当

者
あ
る
い
は
関
係
組
織
が
相
互
に
信
頼

し
た
関
係
を
築
き
、
維
持
す
る
こ
と
で

紛
争
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
あ
る
。
そ

の
意
味
で
は
、
活
動
の
内
容
よ
り
も
各

国
の
防
衛
関
係
者
が
つ
な
が
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
人
道
支
援
・
災
害
救
助
の

分
野
で
は
具
体
的
な
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、
災
害
な
ど
の
事

態
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
し
て
迅
速
に
対
処

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
人
道
支
援
・
災
害
救
助
に

（提供）クリエイティブコモンズ（Photo by Senior Master Sgt. Adrian Cadiz）。
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関
す
る
協
力
を
進
め
る
う
え
で
課
題
も

あ
る
。
第
一
に
、
こ
う
し
た
支
援
は
、

被
災
国
の
国
内
に
お
い
て
他
の
加
盟
国

の
軍
や
関
係
者
が
入
り
活
動
を
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
た
め
、
当
該
国
の
政
治

状
況
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
第
二

に
、
人
道
支
援
・
災
害
救
助
で
は
、
自

然
災
害
で
の
被
害
が
主
に
想
定
さ
れ
て

い
る
が
、
人
為
的
な
災
害
に
対
し
人
道

支
援
・
災
害
救
助
を
実
施
す
る
の
か
に

つ
い
て
は
加
盟
国
間
の
意
見
は
分
か
れ

て
お
り
、
迅
速
な
対
応
が
困
難
に
な
る

場
合
が
あ
る
。

●
域
外
国
と
の
協
力

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
総
合
安
全
保

障
の
追
求
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
間
の

協
力
だ
け
で
な
く
、
域
外
国
を
関
与
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
点
は
、
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ

ス
に
お
け
る
活
動
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

　

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
の
協
力
分
野
は
、

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
で
重
視
さ
れ
て
き
た
分
野
を

事
実
上
、
踏
襲
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

二
〇
一
〇
年
の
第
一
回
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ

ス
で
は
、
人
道
支
援
・
災
害
救
助
、
海

洋
安
全
保
障
、
テ
ロ
対
策
、
防
衛
医
学
、

平
和
維
持
活
動
の
五
分
野
で
専
門
家
に

よ
る
作
業
部
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
合

意
さ
れ
た
（
参
考
文
献
⑧
、
一
一
二
ペ

ー
ジ
）。
と
く
に
、
人
道
支
援
・
災
害

救
助
は
、
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
で
重
点
的
に
扱
わ

れ
て
い
る
分
野
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
に
お
け
る
具
体
的

活
動
は
共
同
演
習
を
実
施
す
る
こ
と
で

あ
る
。
二
〇
一
三
年
六
月
に
、
Ａ
Ｄ
Ｍ

Ｍ
プ
ラ
ス
諸
国
す
べ
て
が
参
加
し
て
、

人
道
支
援
・
災
害
救
助
と
防
衛
医
学
に

関
す
る
共
同
演
習
が
ブ
ル
ネ
イ
で
実
施

さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
九
月
に
対
テ
ロ

演
習
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
一
〇
月
に

は
海
洋
安
全
保
障
に
関
す
る
演
習
が
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
実
施
さ
れ
た
（
参
考

文
献
㉓
、
一
五
〇
ペ
ー
ジ
）。

　

人
道
支
援
・
災
害
救
助
に
関
し
て
は
、

Ｅ
Ａ
Ｓ
の
首
脳
会
議
の
場
で
も
合
意
が

な
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
、
防
災

に
関
す
る
Ｅ
Ａ
Ｓ
宣
言
が
出
さ
れ
、
災

害
緊
急
対
応
の
た
め
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
待

機
制
度
が
適
切
な
リ
ソ
ー
ス
お
よ
び
能

力
の
も
と
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
支
援

す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
（
参

考
文
献
㉔
）。
二
〇
一
三
年
四
月
に
は

Ｅ
Ａ
Ｓ
の
枠
組
み
で
日
米
中
を
含
む

一
二
カ
国
参
加
に
よ
る
、
大
規
模
津
波

を
想
定
し
た
机
上
演
習
が
行
わ
れ
た

（
参
考
文
献
㉕
、
二
二
二
ペ
ー
ジ
）。

　

ま
た
、
二
〇
一
五
年
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
で
は

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
防
衛
医
学
セ
ン
タ
ー
（
Ａ

Ｃ
Ｍ
Ｍ
）
の
設
置
が
合
意
さ
れ
た
。
同

セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
の
合
意

と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
合

意
の
中
身
は
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
の
専
門

家
に
よ
る
作
業
部
会
で
検
討
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
（
参
考
文
献
㉖
）。
つ
ま
り
、

防
衛
医
学
に
関
す
る
取
り
組
み
に
は
、

当
初
か
ら
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
に
加
盟
す

る
域
外
諸
国
の
協
力
が
前
提
と
な
っ
て

い
る
。

　

Ｅ
Ａ
Ｓ
に
参
加
す
る
域
外
国
は
、
個

別
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
対
し
て
人
道
支

援
・
災
害
救
助
に
関
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
は
、
二
〇

一
四
年
二
月
、
沖
縄
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各

国
の
国
防
担
当
者
を
招
い
て
防
衛
次
官

会
合
を
開
催
し
、
災
害
や
テ
ロ
対
策
用

の
防
衛
装
備
品
な
ど
を
紹
介
す
る
な
ど

技
術
協
力
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
側
と
合
意
し
て
い
る
（
参
考
文

献
⑱
、
二
四
五
ペ
ー
ジ
）。

　

人
道
支
援
・
災
害
救
助
と
並
ん
で
、

海
洋
安
全
保
障
の
分
野
で
も
域
外
国
と

の
協
力
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　

南
シ
ナ
海
問
題
に
お
い
て
対
立
が
続

く
中
国
と
は
、
紛
争
予
防
の
た
め
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一

四
年
一
〇
月
の
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
と
の
高
級
事
務
レ
ベ
ル
会
合
で
は
、

行
動
規
範
に
盛
り
込
む
要
素
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
有
事
の
際
に
活
用
す
る

関
係
省
庁
同
士
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設

置
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
（
参
考
文

献
⑱
、
二
四
四
ペ
ー
ジ
）。
先
述
し
た

よ
う
に
、
二
〇
一
四
年
五
月
の
Ａ
Ｄ
Ｍ

Ｍ
に
お
い
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
互

い
に
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
置
す
る
こ
と

に
合
意
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
合
意
を

中
国
に
も
適
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
対
し
、
国
防

関
係
の
支
援
を
活
発
化
さ
せ
た
。

二
〇
一
四
年
一
一
月
に
は
、
日
本
と
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
初
の
国
防
大
臣
会
議

（
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
）
が
ミ
ャ
ン
マ

ー
の
バ
ガ
ン
で
開
催
さ
れ
、
日
本
は
海

洋
安
全
保
障
協
力
の
強
化
、
と
く
に
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
対
す
る
能
力
構
築
支

援
を
打
ち
出
し
て
い
る
⑹
。

　

ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
も
強
化
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
二
〇
一
四
年
四
月
に
は
ハ
ワ

イ
で
ア
メ
リ
カ
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の

国
防
大
臣
会
議
が
開
か
れ
た
。
一
一
月

の
ア
メ
リ
カ
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の

首
脳
会
議
で
は
、
南
シ
ナ
海
に
お
け
る

飛
行
と
航
行
の
自
由
を
主
張
す
る
声
明

が
発
表
さ
れ
、
制
海
権
・
制
空
権
を
主

張
す
る
中
国
を
牽
制
し
て
い
る
（
参
考

文
献
①
、
二
三
ペ
ー
ジ
）。

　

た
だ
し
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
に
よ
る

支
援
は
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
だ
け
で
な
く
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
各
国
に
対
し
て
も
な

さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
、
ア
メ
リ
カ
は
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
軍
に
向
け
た
資
金
協
力
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や
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に

九
〇
〇
〇
万
米
ド
ル
拠
出
す
る
と
し
て

お
り
、
支
援
を
加
速
す
る
こ
と
を
約
束

し
た
（Nation, 29 A

ugust 2013

）。

　

二
〇
一
四
年
四
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ

と
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
間
で
、
新
た
な
軍

事
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
新
軍
事
協
定

に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
緊
急
事
態
に
ど
の
程
度
対
応
す
る
の

か
は
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
が
、
協
定
締

結
は
中
国
を
牽
制
す
る
材
料
と
な
っ
た

と
い
え
る
。
ま
た
、
一
〇
月
、
ア
メ
リ

カ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
一
九
七
五

年
以
来
凍
結
し
て
い
た
武
器
輸
出
を
一

部
解
除
す
る
と
発
表
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の

防
衛
能
力
を
強
化
す
る
た
め
船
舶
な
ど

の
輸
出
を
許
可
す
る
方
針
を
打
ち
出
し

て
い
る
。

　

日
米
協
力
の
も
と
で
の
支
援
と
し
て
、

二
〇
一
四
年
四
月
の
オ
バ
マ
大
統
領
の

訪
日
に
あ
わ
せ
て
発
表
さ
れ
た
日
米
共

同
声
明
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
沿
岸
国
の

海
洋
監
視
能
力
の
向
上
を
支
援
す
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
に
巡
視
船
を

供
与
す
る
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
一
〇
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
三
カ
国
で
初
の
軍
事
演

習
が
実
施
さ
れ
た
（
参
考
文
献
①
、

二
三
ペ
ー
ジ
）。

　

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋

１
の
国
防
大
臣
会
議
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
支
援
の
窓

口
を
増
や
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、

複
数
の
域
外
国
が
い
わ
ば
競
っ
て
支
援

を
差
し
伸
べ
る
状
況
に
あ
る
な
か
で
、

そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
と
る
の
か
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
域

外
国
と
の
関
係
は
基
本
的
に
は
Ａ
Ｍ
Ｍ

が
主
導
す
る
形
で
構
築
さ
れ
て
き
た
。

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
主
導
の
協
力
を
深
化
さ
せ
る

た
め
に
は
、
Ａ
Ｍ
Ｍ
と
の
政
策
調
整
の

必
要
性
も
今
後
出
て
く
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

●
お
わ
り
に

　

Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
の
活
動
を
通
じ
て
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
が
追
求
し
よ
う
と
し
て
い

る
総
合
安
全
保
障
の
実
態
を
部
分
的
に

で
は
あ
る
が
紹
介
し
た
。

　

軍
事
的
な
脅
威
に
十
分
に
対
処
で
き

な
い
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
し
ば
し
ば

批
判
さ
れ
る
。
近
年
で
は
、
域
外
の
脅

威
、
と
く
に
中
国
の
南
シ
ナ
海
で
の
活

動
に
対
し
て
そ
う
し
た
批
判
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
批
判
は
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
安
全
保
障
協
力
に
欠
け
て
い

る
部
分
を
指
摘
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

他
方
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
あ
る
い
は

加
盟
国
間
関
係
に
お
け
る
安
全
保
障
上

の
脅
威
は
、
南
シ
ナ
海
問
題
だ
け
で
は

な
く
、
自
然
災
害
や
越
境
犯
罪
、
テ
ロ

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
う
し
た
脅
威

に
対
し
て
は
、加
盟
各
国
の
関
係
省
庁
・

部
局
が
連
携
を
深
め
て
共
同
で
対
処
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
加
盟
国
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
緊
密
化
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
局
地
的
な
問
題
が
国
家
間
紛
争

あ
る
い
は
大
規
模
な
軍
事
対
立
に
発
展

す
る
可
能
性
は
低
く
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
紛
争
予
防
や
問
題
解
決
の

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
は
、
加

盟
各
国
の
政
策
担
当
者
が
会
議
に
参
加

す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
共
通
の
問

題
に
対
し
て
異
な
る
意
見
や
利
害
を
調

整
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
ま
た
、
Ａ
Ｍ
Ｍ
と
Ａ
Ｄ
Ｍ

Ｍ
の
連
携
な
ど
省
庁
間
の
政
策
調
整
も

必
要
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
は
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解

決
す
る
能
力
を
具
備
す
る
条
件
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
安
全

保
障
に
影
響
を
及
ぼ
す
域
外
国
と
も
こ

う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
は
、
域
外
の
脅
威
に
対
処
す
る

た
め
に
必
要
で
あ
り
、
中
小
国
家
の
集

ま
り
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
取
り
組
む

こ
と
の
で
き
る
協
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

（
す
ず
き　

さ
な
え
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

東
南
ア
ジ
ア
Ⅰ
研
究
グ
ル
ー

プ
）

《
注
》

⑴�

報
道
に
よ
れ
ば
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｍ
は
年

次
開
催
で
二
〇
〇
一
年
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
る
と
あ
る
（Straits Tim

es 
27 M

arch, 2014

）。

⑵�

こ
の
計
画
を
提
案
し
た
マ
レ
ー
シ
ア

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
こ
の
計
画
へ

の
同
意
を
取
り
付
け
て
い
る
。
両
国

間
で
は
す
で
に
防
衛
部
品
の
相
互
取

引
が
実
現
し
て
い
る
（Jakarta 

Post, 19 M
ay 2011

）。
関
連
し
て
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
海
軍
の
近
代
化

に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
（
参
考
文
献
⑮
、
一
四
三
～

一
五
一
ペ
ー
ジ
）。

⑶�

セ
ン
タ
ー
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
の

詳
細
はhttp://w

w
w

.ahacentre.
org/

を
参
照
。

⑷�

参
考
文
献
⑳
は
、
災
害
救
助
に
軍
が

一
定
の
役
割
を
果
た
す
と
い
う
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
合
意
を
加
盟
各
国
軍
の
認

識
の
変
化
か
ら
分
析
し
て
い
る
。

⑸�

軍
の
人
道
支
援
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が

提
案
し
、
タ
イ
は
軍
と
文
民
の
協
力

を
強
化
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
ど
ち

ら
の
提
案
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
合
意
に

反
映
さ
れ
た
（Bangkok Post, 22 

N
ovem

ber 2008; Straits Tim
es, 
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27 February 2009

）。

⑹�

防
衛
省
「
大
臣
臨
時
会
見
概
要
」
平

成
二
六
年
一
一
月
一
九
日
、http://

w
w

w
.m

od.go.jp/j/press/
kisha/2014/11/19.htm

l

《
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文
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①�

鈴
木
早
苗
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
政
治
安
全

保
障
共
同
体
―
―
域
内
協
力
と
域
外

協
力
の
連
関
」（『
海
外
事
情
』
第

六
三
巻
四
号
、
二
〇
一
五
年
）
一
八

―
三
一
ペ
ー
ジ
。
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